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          お世話になります、図書ボランティアのみなさん 

 ６月を迎え、梅雨入りもカウントダウンといったところでしょうか。子どもたちにとって、これ

からは外で遊ぶことができない日も多くなることと思います。しかし、外で遊ぶことができない時

期だからこそ、読書に目を向け、読書の楽しさを味わわせるチャンスの月だと言い換えることもで

きます。 

 本年度から本校の業務にあたる梶間学校司書と 30 名以上の図書ボランティアさんにお力添えを

いただき、ボランティアの皆さんには毎月２回の子どもたちへの読み

聞かせや学校図書館の本の整理や修理、環境整備や装飾など、子どもた

ちの読書活動推進のためのお仕事を担っていただくことになりまし

た。 

 読み聞かせの日は、どの教室からもボランティアさんの語り掛けている姿に、子どもたちが本の

世界に引きこまれている様子が見て取れます。一方で学校図書館内の整備は『縁の下の力持ち』。陰

で読書活動を支えてくださっています。 

 先日の朝会で子どもたちに次のような話をしました。ウォルト・ディズニーの映画で『パイレー

ツ・オブ・カリビアン』という映画がありますが、ディズニーランドにある「カリブの海賊」とい

うアトラクションがもとになっています。このアトラクションを考

えたディズニーの言葉に次のようなものがあります。 『宝島の海

賊たちが盗んだ財宝よりも、「？」には多くの宝が眠っている。そ

して、何よりも、宝を毎日味わうことができるのだ。』「？」の中に

は、どんな言葉が入るかという問題です。正解は『本』。本には、

宝を手にした時のような楽しいこと、うれしいこと、ワクワクすることがたくさんあるという意味
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だそうです。 

 下表をご覧ください。これは、令和４年度の全国学力学習状況調査からの質問になります。 

                                  （令和４年度の６年生）                               

 本校全体の傾向ではありませんが、読書好きの質問では全国値と同じ数値となり県を上回ってい

ます。一方、１日当たりどれくらいの時間、読書をしているかの質問では、30分以上の時間読書を

している割合は県や全国と比較して下回っている結果でした。読書は

教養や価値観、感性といったものを、生涯を通じて身に付けていくた

めに重要なもの。自ら進んで本に手を伸ばす子どもになってほしいも

のです。 

 ６月は、雨が降って、外で遊べない日も多くなるかもしれません。そんな時に子どもたちには、

本を読んでたくさんの宝物を見つけてほしいですね。 


